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伊豆諸島大島に生息するカラスバトの繁殖期の決定要因と

テリトリー防衛行動

中野晃生

株式会社セルコ.〒150-0002東京都渋谷区渋谷2－５－２

はじめに

カラスバトｃｏ/um6aﾉi,成功”は，日本列島本州中部以南の島喚や朝鮮半島南部沿岸の島

1喚・済州島.鯵陵島など,分布が限られている(日本鳥学会2000)．日本における記録は,本

州西南部沿岸地方,四国,九州の周辺の島々，南西諸島である.島喚性であり,伊豆諸島，

小笠原諸島,硫黄列島,南西諸島等で繁殖しており,天然記念物に指定されている.カラスバ

トは３亜種に分けられており,今回の調査対象とした亜種カラスバトｃｊ方成功”は,国内で

は伊隻豆諸島,五島列島,筑前沖の島,宮崎大島，山口県の牛島,トカラ列島,奄美諸島,沖縄

諸島などに生息する(樋口1997，日本鳥学会2000)．

カラスバトについては,これまでにねぐら(渡口ほか1996,岩崎･市石1998)および食性(山

階1936)についての報告はあるが,繁殖状況等を含む年間をとおして調査を行なった報告

は，山口県光市牛島(山本･三宅1994)があるのみである．

筆者は,本種の保護に役立てる目的で,2000年５月から2004年１月にかけて,年３回～5回

来島し,島内に生息するカラスバトの年間を通した生態について調査研究を行なった.今回の

論文では,調査研究の結果から得られた繁殖期の決定要因とこれらの時期のみに行なわれて

いたﾃﾘﾄﾘｰ防衛行動についてまとめた．

調査地および調査方法

調査地のある大島は東京都に属しており,最も近い伊豆半島から直線距離にして約20km離

れている.大島は,富士火山帯に沿って分布している伊･豆諸島の中で最も大きい島で,島の

ほぼ中心部に位置する三原山の噴火により形成されたと考えられる火山島である．
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